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１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめに    

   本市では、平成 27 年 10 月に、加速する少子高齢化、人口減少社会に対応し

将来にわたって持続可能なまちづくりを進めるため、 

「１．住みたい、住み続けたい、魅力あるまちへ」 

「２．子育て世代に選ばれる、産み、育てやすい環境づくり」 

「３．安定した雇用の創出と労働力の確保」 

の３つの基本目標を掲げ、平成 27 年度から平成 31 年度までの５年間を計画期

間とする「津久見市総合戦略」を策定しました。 

 総合戦略は、３つの基本目標の下に基本的方向や具体的施策等を定め、重要

業績評価指標（ＫＰＩ）を設定し、施策展開を進めていますが、人口減少に   

歯止めがかからない状況が続いています。 

 

 ２２２２．．．．津久見市の人口の津久見市の人口の津久見市の人口の津久見市の人口の現状現状現状現状    

 （１）平成（１）平成（１）平成（１）平成 27272727 年国勢調査年国勢調査年国勢調査年国勢調査の結果の結果の結果の結果    

   平成 27 年に実施された国勢調査では、本市の人口は 17,969 人と公表され、

前回平成 22 年の調査と比較して 1,948 人、9.8％減少となっており、平成 17

年と平成 22 年の比較では減少率 7.2％であったことから、人口減少の流れは更

に厳しい状況となっています（図１）。 

   図 1 では、平成 28 年以降の推移について、「大分県の人口推計」（平成 27 年

国勢調査を基にした推計値）による当市の推計人口を示しています。平成 30

年８月１日の推計人口は 16,821 人となっており、人口減少は止まっていません。 

   

  

【図１ 総人口の推移】 
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資料）総務省「国勢調査」

平成28年以降のデータは大分県「大分県の人口推計」（※28年29年は10月1日の値、30年は8月1日の値）

（人）
（％）（大分県の人口推計）（国勢調査）
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（２）（２）（２）（２）日本の地域別将来推計人口（平成日本の地域別将来推計人口（平成日本の地域別将来推計人口（平成日本の地域別将来推計人口（平成 30303030 年推計）年推計）年推計）年推計）    

  平成 30 年３月末に国立社会保障・人口問題研究所（社人研）が、平成 27 年の

国勢調査を基に「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）」をまとめ、公表

しました。 

  平成 22 年の国勢調査を基にした前回の社人研推計値と比較すると平成 57 年

（2045 年）の推計人口では 9,798 人が 7,812 人に減少しており、人口減少の状況

はより深刻なものとなっています（図２）。  

 

 

【図２ 津久見市の人口の推移と長期的な見通し】 

 

   

 

 図２に示した平成 27年時点の人口を比較すると、人口ビジョン市独自推計値と  

平成 27 年の国政調査を基にした社人研推計値では、すでに 346 人の差異が生じて

います。人口ビジョンは、平成 22 年の国勢調査を基にした社人研推計を基準に  

作成していることが原因ですが、人口ビジョンにおける平成 32 年推計値 16,958

人を平成 30 年８月１日の人口（大分県の人口推計（図１））がすでに下回ってお

り、非常に厳しい状況と言わざるを得ません。 

 

  

 

 

 

 

346 人減少 
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資料）総務省「国勢調査」

（平成29年は大分県「大分県の人口推計）

（３（３（３（３）年齢３区分別人口）年齢３区分別人口）年齢３区分別人口）年齢３区分別人口の推移の推移の推移の推移    

   年齢階層別に本市の人口をみると、平成 27 年には 15 歳未満の年少人口は

9.7％（0.9 ポイント減少）、15～64 歳の生産年齢人口は 50.6％（5.2 ポイント

減少）、老年人口 39.7％（6.1 ポイント増加）となっており、少子高齢化が急速

に進行しています（図３）。平成 29 年においても少子高齢化は進行しており、

将来の人口構成のバランスを考慮すると、出生数の増加に加えて、若い世代の

転入増加、転出抑制を図り、生産年齢人口を確保していくことが重要です。 

 

 

【図３ 年齢３区分の人口推移】 
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（人）

（４（４（４（４））））人口動態人口動態人口動態人口動態    

   自然動態は、平成 29 年の出生数 89 人に対し、死亡数が 318 人と 229 人の自

然減少となっています（図４）。社会動態は、平成 29 年の転入者 370 人に対し、

転出者が 520 人と 150 人の社会減となっており（図５）、１年間で 379 人の人口

減少となりました。 

 

【図４ 自然増減】 
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【図５ 社会増減】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

平成 29 年の転入・転出動向を年齢階層別にみると、「20～24 歳」が転入者 71 人

に対し、転出者 99 人であり 28人の転出超過と最も多くなっており、次いで「30～

34 歳」が 22 人の転出超過となっています（表１）。 

   また、平成 29 年の地域別の人口移動をみると、県内の他市町村への転出が   

約 65％を占めており、県内転出者の半数以上が大分市に、次いで臼杵市への転出が

多くなっています（表２）。これまでの傾向と同様に、生活利便施設や医療施設の

立地、ニーズにあった賃貸アパート・分譲宅地を求め、通勤圏域である「大分市」

や「臼杵市」へ転出していると推測されます。 

  

【表１ 年齢階級別にみる人口移動】 

（単位：人）

年齢 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年
転入－転出

（平成29年）

転入 41 23 39 23 31 32 19 30
転出 23 32 38 36 33 34 26 16 14
転入 20 14 13 20 11 13 9 6
転出 21 26 30 13 11 18 12 14 -8
転入 7 7 9 8 9 7 2 5
転出 11 12 11 6 12 10 9 11 -6
転入 17 17 16 11 17 11 16 23
転出 56 55 55 47 43 46 37 43 -20
転入 72 62 61 68 53 60 47 71
転出 126 103 109 94 98 106 99 99 -28
転入 56 94 74 73 55 63 48 60
転出 103 85 92 73 91 88 90 76 -16
転入 67 42 54 44 32 50 29 34
転出 70 72 71 68 60 64 58 56 -22
転入 32 33 42 35 44 21 33 23
転出 48 59 56 36 43 69 35 41 -18
転入 28 25 26 19 18 18 12 23
転出 17 28 35 34 27 38 21 27 -4
転入 18 19 12 10 14 20 14 14
転出 21 24 20 18 21 20 18 20 -6
転入 24 15 19 19 8 13 12 12
転出 11 19 31 12 16 16 20 16 -4
転入 23 21 13 14 17 21 10 20
転出 25 16 20 16 18 18 13 15 5
転入 16 19 18 10 11 12 12 15
転出 11 26 24 14 16 18 9 20 -5
転入 21 19 16 20 24 26 23 33
転出 31 55 56 57 46 59 54 65 -32
転入 442 410 412 374 344 367 286 369
転出 574 612 648 524 535 604 501 519 -150

注）期間は前年の10月1日～9月30日、不明を除く

資料）大分県「大分県の人口推計」
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【表２ 地域別にみる人口移動】 

（単位：人）

地域 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

転入 112 109 121 102 85 131 66 105
転出 176 219 232 187 184 213 188 189
転入 21 15 20 12 14 12 9 9
転出 22 30 17 8 17 19 11 6
転入 34 21 29 15 33 26 28 29
転出 38 42 31 40 21 37 28 40
転入 59 55 38 61 43 28 24 34
転出 63 63 110 54 53 95 58 72
転入 35 23 34 28 20 24 31 43
転出 43 27 50 46 54 44 26 32
転入 1 4 6 3 0 1 4 1
転出 4 3 5 3 1 4 5 3
転入 15 11 7 9 2 8 1 10
転出 8 6 4 9 3 3 8 2
転入 43 52 39 47 39 32 30 41
転出 56 41 53 53 51 73 43 45
転入 8 8 5 10 7 7 15 13
転出 12 12 12 6 12 8 8 10
転入 21 28 30 12 21 27 11 23
転出 25 23 16 16 30 18 14 13
転入 7 10 17 12 19 6 11 2
転出 12 9 17 17 17 6 11 16
転入 11 12 12 4 8 9 12 4
転出 11 14 11 1 12 6 4 2
転入 66 56 48 54 48 53 34 46
転出 69 85 66 64 60 62 77 77
転入 7 4 6 5 5 3 9 9
転出 32 12 21 11 4 5 14 10
転入 2 3 0 0 0 0 1 0 65.6%
転出 3 27 3 9 15 11 6 2 34.4%

注）期間は前年の10月1日～9月30日、不明を除く

資料）大分県「大分県の人口推計」
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（５（５（５（５）合計特殊出生率の推移）合計特殊出生率の推移）合計特殊出生率の推移）合計特殊出生率の推移    

   合計特殊出生率の推移をみると、近年では平成４～８年平均の 1.67 が最も高

く、それ以降低下する傾向でしたが、平成 24 年から上昇傾向となっています。 

 

【図９ 合計特殊出生率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 10 市町村別 合計特殊出生率（平成 24～28 年の５年平均）】 
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 ３３３３．．．．重重重重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況状況状況状況とととと主な主な主な主な関連事業関連事業関連事業関連事業    

   総合戦略においては、「基本目標」と「基本目標ごとの基本的方向」、「具体的

施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）」を定めており、平成２９年度末時点での  

ＫＰＩの実績値は以下のとおりとなっています。 

 

基本目標１：基本目標１：基本目標１：基本目標１：    住みたい、住み続けたい、魅力あるまちへ住みたい、住み続けたい、魅力あるまちへ住みたい、住み続けたい、魅力あるまちへ住みたい、住み続けたい、魅力あるまちへ    

① 安心して暮らせるまち、暮らしにやさしい活気あふれるまちづくり 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指標名 新築戸数 

基準値 平成２６年 ３８ 戸／年 

目標値 平成３１年 ５０ 戸／年 

実績値 

平成２７年 ４０  戸／年 

平成２８年 ４２ 戸／年 

平成２９年 ４２ 戸／年 

指標名 空き家バンク、定住支援施策の活用件数 

基準値 ― ― 

目標値 平成３１年度 １０ 件／年 

実績値 

平成２７年度 ２４  件／年 

平成２８年度 ５３ 件／年 

平成２９年度 ５５ 件／年 

主な 

関連事業 

◆定住促進のための市有住宅用地減額助成（補助）事業 

 ⇒市が所有する住宅用地の購入について、家を新築する若者・ 

子育て世帯に対し、最大 20％減額（補助）する制度を平成 29 

年８月に創設。 

 

 

 

 

 

 

 

◆津久見市空き家情報バンク制度 

 ⇒空き家バンクの利用促進のため、移住・定住ポータルサイト 

「つくみ de Ｌｉｆｅ」に空き家の外観や内部写真、間取り図

など詳細な情報を掲載。移住定住支援策、仕事の情報などと 

合わせて発信することで、津久見市への移住定住を後押しする 

仕組みを構築。 

市有住宅用地販売実績 平成 28 年度：４件（制度創設前） 

           平成 29 年度：１件（制度創設後） 
 
※平成 29 年度は、募集期間を８月１日から９月末までの間に区切

って募集していたが、台風第 18 号の被災も影響し、応募は無か
った。平成 30 年２月から随時申込みを可能とし、１件の契約を
締結した。 

※平成 30 年４月から台風第 18 号により被災を受けた世帯に対し
年齢要件を緩和（資料①参照）（資料①参照）（資料①参照）（資料①参照）。。。。 
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◆新築奨励・市内消費喚起事業 

 ⇒住居を取得した方に助成（最大 25 万円）することで定住を  

促進。併せて助成には市内でしか使用できない商品券で交付 

することで市内消費を喚起。 

     

◆移住者居住支援事業 

 ⇒市外から転入する方に新築・改修・引越し・家財処分等に係る

費用に対して補助金を交付し、移住促進を図る。最大 145 万円

の補助。              

 

◆新婚世帯・子育て世帯家賃補助金 

 ⇒市内の賃貸住宅に入居する新婚世帯及び市外から転入された

子育て世帯の方に対して補助金を交付し、若い世代の定住促進

を図る。市外から転入した新婚世帯の場合、２年間で最大  

48 万円の補助。 

 

 平成 28 年度 平成 29 年度 

空き家情報バンク

契約件数 
０件 ５件 

新築奨励・市内消費

喚起事業 
32 件 22 件 

移住者居住支援事

業 
16 件 15 件 

新婚世帯・子育て世

帯家賃補助金 
５件 13 件 

 

 

 

 

 

◆津久見市中心部の活性化に関する検討委員会の開催 

 ⇒平成 30 年１月に第１回の検討委員会を開催し、市中心部の 

まちづくりの方向性について専門家や市内関係者の意見  

聴取・意見交換を実施。第１回検討委員会で出された意見を 

「拠点整備」「河川・道路整備」「賑わいづくり」の３つの   

テーマに整理し、平成 30 年度も引き続き進めている。 

 

※平成平成平成平成 30303030 年４月から年４月から年４月から年４月から若者・子育て世代への新築補助や若者・子育て世代への新築補助や若者・子育て世代への新築補助や若者・子育て世代への新築補助や    

家賃補助について、制度内容拡充家賃補助について、制度内容拡充家賃補助について、制度内容拡充家賃補助について、制度内容拡充（資料②参照）。（資料②参照）。（資料②参照）。（資料②参照）。 
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◆津久見市観光戦略の策定 

 ⇒平成 29 年３月に本市の観光産業の育成、地方創生人材の  

確保・育成、まちの賑わい創出などの総合的な推進のため、  

地方創生加速化交付金を活用して「津久見市観光戦略」を策定。

『～「宇宙・地球・世界・日本全国」に通じる資源の宝庫～ 

津久見ならではの「地球体験観光」』をコンセプトに観光商品

やサービス等の構築を進めている。「津久見くらしの体験博覧

会 津っぱく」の開催など観光戦略に掲げる施策に基づいた 

取組を進めている（※資料③参照）（※資料③参照）（※資料③参照）（※資料③参照）。 

 

◆ブロードバンド整備事業 

 ⇒超高速インターネット環境が未整備のエリアについて、民間と

連携して、光ファイバーによるインターネットサービスを順次

提供（平成 29 年度～31年度予定）。 

  

 

 

 

 

 

 

◆津久見観光周遊性創出事業 

 ⇒つくみん公園（コンテナ 293 号）を拠点とした情報発信、ミニ

イベントなどの市内周遊促進事業をまちづくり団体・大学等と

連携して実施。市内商店街の賑わい創出のため、新たな拠点 

「Ｃａｆｅ１／２」の整備にも着手。 

 

◆移住・定住ポータルサイト構築 

 ⇒市外からの移住希望者に対して、移住先の候補となるよう、 

本市の移住・定住施策、住まいと土地情報、仕事の情報、子育

て関連情報などをとりまとめ、多様な情報を総合的に発信する

移住・定住ポータルサイト「つくみ de Ｌｉｆｅ」を構築。  

平成 28 年度末に運用開始し、随時情報を更新している。 

  （※資料（※資料（※資料（※資料④④④④参照）参照）参照）参照）。 

 

 

 

 ○八戸・畑・日見の一部：平成 30 年７月からサービス開始 

 ○日見～鳩浦：平成 30 年 10 月頃サービス開始予定 

 ○刀自ヶ浦～間元：平成 31 年４月頃サービス開始予定 

 ○保戸島：平成 31 年９月頃サービス開始予定 
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② 誰もが活躍できるまちへ 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指標名 
健康マイレージなどを通じた国民健康保険加入者 

特定健診受診率向上 

基準値 平成２５年度 ４１.４ ％ 

目標値 平成３１年度 ６５.０ ％ 

実績値 

平成２７年度       ４５.３  ％ 

平成２８年度 ４５.７ ％ 

平成２９年度 ４０.２ ％ 

指標名 平成３１年度において要介護認定率が県平均を下回る 

基準値 平成２６年度 市：１９.５ ％  県：１９.３ ％ 

目標値 平成３１年度 県平均を下回る 

実績値 

平成２７年度 市：１７.６ ％  県：１８.３ ％ 

平成２８年度 市：１７.１ ％  県：１８.０ ％ 

平成２９年度 市：１７.９ ％  県：１８.０ ％ 

指標名 

地区ごとの祭りや供養踊りといった伝統行事や体育行

事など、住民のつながりを深める区単位の主要な地域

活動 

基準値 平成２６年度 ２８８ 件／年 

目標値 平成３１年度 平成２６年度比１０％増 

実績値 

平成２７年度 ２９２ 件／年 

平成２８年度 ２９４ 件／年 

平成２９年度 ２７５ 件／年 

主な 

関連事業 

◆健康マイレージ事業 

 ⇒特定健診・がん検診等の受診率向上や健康づくりへの動機付け

及び運動習慣の定着促進のため「津久見市健康マイレージ  

事業」を実施。自分自身の健康づくりのための「毎日の目標」

と、あらかじめ指定する「健康づくりに関する取組み」に参加

した場合に、自主的にポイントを付与し、100 ポイント以上 

達成できた方に特典を贈呈する仕組み。また、平成 28 年度  

から特典のひとつとして、市内幼稚園・保育園・小中学校に  

社会貢献として寄附できるよう選択を可能とした。 

  

 

 

 

 

 

 平成 28 年度ポイント交換申請者 682 人 

 平成 29 年度ポイント交換申請者 524 人 
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◆介護予防事業 

 ⇒ふれあいいきいきサロンの実施とともに、地区公民館等で 

「週 1 回の体操」の普及啓発を実施。運動機能の向上を図ると

ともに、高齢者の方が「歩いて通える場」に出かけることで  

閉じこもり予防を図った。また、在宅生活への支援として、  

生活習慣病等への栄養指導や高齢者に多い低栄養への指導に

ついて、訪問による個別指導等を実施。高齢男性やヘルパー 

向けの料理教室等も開催した。 

 

◆まちづくり推進事業 

 ⇒「にぎわい創出」や「地域活性化」等まちづくりに繋がる事業

を市内各団体から公募し、公開審査の上、補助団体を決定。 

  平成 29 年度から補助金上限を 10 万円⇒20万円に拡大。 

 

 

 

 【平成 29 年度実施事業】 

団体名 継続/新規 事業名 

津久見市 

ソフトボール協会 
継続 

第２回津久見市マラソンソフトボール 

大会 

堅浦を語る会 継続 
堅浦地区文化の香りただようまちづくり

推進事業 

つくみ朝市実行委員

会 
継続 つくみ朝市 

C-Lab.TSUKUMI 継続 まちバル  -つくみのお店を呑み歩き- 

なんとか会 継続 ユニスポフェス事業 

穂門ノ郷 継続 
続・保戸島の夏祭りから始める津久見ま

ちづくり 

まちなか盛り上げ隊 新規 まちなか隣人祭り 

ＴＳＵＫＵＭＩＸ 新規 つくみんウォーターパーク 

まちづくり 

ツクミツクリタイ 
新規 フリーペーパー作成事業 

津久見商工会議所 

女性部 
新規 漆喰灯篭作り 

 

 

 

 平成 28 年度：６団体が事業実施 

 平成 29 年度：10 団体が事業実施（※資料（※資料（※資料（※資料⑤⑤⑤⑤参照）参照）参照）参照） 
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◆復興まちづくり推進事業（平成 29 年度事業） 

 ⇒台風第 18 号によって被災した津久見市商店街エリアの復興を

目的として、賑わい創出や元気を取り戻すための事業を市内各

団体から公募し、審査の上、補助団体を決定。平成 30 年３月

に駅前、商店街、つくみん公園でまちが賑わう事業が行われた。 

 

団体名 事業名 

津久見市 

ソフトボール協会 
ストラックアウト 

津久見乾杯大会 

実行委員会 
乾杯大会 

ザ・こんせ 野外コンサート 

サマードレス フラダンスと音楽の夕べ 

津久見市赤十字奉仕団 復興炊き出し 

 

 

◆生涯スポーツの普及事業 

 ⇒誰もが楽しみながら継続できるスポーツ・レクリエーションの

環境づくりのため、総合型地域スポーツクラブ「エンジョイ  

つくみ」がヨガ教室、卓球教室、ウォーキング教室や陶芸教室

など全 19教室を継続して開催。 
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基本目標基本目標基本目標基本目標２２２２：：：：    子子子子育て世代に選ばれる、産み、育てやすい環境づくり育て世代に選ばれる、産み、育てやすい環境づくり育て世代に選ばれる、産み、育てやすい環境づくり育て世代に選ばれる、産み、育てやすい環境づくり    

① 子どもを産み育てやすい環境づくり 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指標名 年間の婚姻数 

基準値 平成２５年 ５２ 組／年 

目標値 平成３１年 ６５ 組／年 

実績値 

平成２７年 ５８  組／年 

平成２８年 ５０ 組／年 

平成２９年 ５４ 組／年 

指標名 年間の出生数 

基準値 平成２５年 １１３ 人／年 

目標値 平成３１年 １１０ 人／年 

実績値 

平成２７年 １０６ 人／年 

平成２８年 ８２ 人／年 

平成２９年 ８５ 人／年 

主な 

関連事業 

◆「婚活サポート」推進事業補助金 

 ⇒結婚を希望する独身男女を対象とした「出会いの場」を創出す

る事業を実施する団体を公募し、公開審査の上、補助団体を決

定。 

 

  

【平成 29 年度実施事業】  

団体名 継続/新規 主な内容 

ほっとふれあい 

パーティーつくみ 
継続 船上婚活パーティー ほか 

穂門ノ郷 継続 
ＨＰを活用したマッチング

ほか 

結婚サポート 

センター桜 
新規 会員制婚活イベント ほか 

エンジョイつくみ 新規 バドミントン教室 ほか 

 

◆新婚世帯・子育て世帯家賃補助金(再掲) 

 ⇒市内の賃貸住宅に入居する新婚世帯及び市外から転入された

子育て世帯の方に対して補助金を交付し、若い世代の定住促進

を図る。市外から転入した新婚世帯の場合、２年間で最大 48

万円の補助。 

 

 

 平成 28 年度：５団体が婚活イベントを実施 

 平成 29 年度：４団体が婚活イベントを実施 
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◆ステージに応じた支援 

 ⇒●不妊治療助成事業、不育症治療費助成事業 

   ●妊産婦健康診査事業、妊婦歯科検診助成事業 

●パパママ教室（妊娠・分娩・育児に関する情報提供、交流会

による仲間づくり、悩み・不安の解消を図るため開催） 

  ●赤ちゃん訪問サービス（生後４か月までの赤ちゃんのいる全

ての家庭に保健師や助産師が訪問し、身体測定や発育チェッ

ク、授乳や育児などの相談支援を行う。） 

●子ども医療費助成事業（未就学児及び小・中学生が病気や 

ケガなどで医療機関に入院・通院したときの保険診療内の医療

費を助成。平成 29 年７月から通院時の無料化を小・中学生ま

で拡充）（※資料（※資料（※資料（※資料⑥⑥⑥⑥参照）参照）参照）参照）。 

●幼児のフッ素塗布事業 

  ●乳幼児健康診査事業（４か月児・10 か月児・１歳６か月児・   

３歳６か月児・５歳児健診の実施） 

●予防接種助成事業（平成 28 年度から小児Ｂ型肝炎、小児イ

ンフルエンザを助成対象に追加 平成 29 年度からロタウイル

スを追加） 

●地域子育て支援センター“じゃん・けん・ぽん”、放課後児

童クラブ、なのはな児童館など子育て支援事業の実施 

  ●母子・父子支援制度（母子父子寡婦福祉資金貸付制度、ひと

り親家庭医療助成制度、母子・父子自立支援相談ほか） 

  ●病後児保育室の運営（病気の回復期にある生後６か月から小

学校３年生までの子どもを対象に保護者の事情がある場合に

預かる保育事業） 

  ●にこにこ保育事業（保育所及び認定こども園に入所している

第３子以降、３歳未満時の児童の保護者の経済的負担を軽減。

平成 28 年９月から第２子の対象児童についても負担金を半額

免除とするよう制度を拡充） 
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② 未来を担う子どもの教育の充実 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

 

指標名 全国学力・学習状況調査、大分県学力定着状況調査 

基準値 平成２６年度 
小 5…0/6 科目 小 6…1/4 科目 

中 2…3/8 科目 中 3…0/4 科目 

目標値 平成３１年度 
偏差値 50以上 

（全教科が全国平均を上回る） 

実績値 

平成２７年度 
小 5…3/6 科目 小 6…1/4 科目 

中 2…6/8 科目 中 3…0/4 科目 

平成２８年度 
小 5…6/6 科目 小 6…1/4 科目 

中 2…6/8 科目 中 3…2/4 科目 

平成２９年度 
小 5…6/6 科目 小 6…4/4 科目 

中 2…0/10 科目 中 3…1/4 科目 

指標名 
大分県学力定着状況調査（小５） 

「自分のことが好きである」の割合 

基準値 平成２６年度 ５６.６ ％ 

目標値 平成３１年度 ６０.０ ％以上 

実績値 

平成２７年度 ４８.５  ％ 

平成２８年度 ５６.２ ％ 

平成２９年度 ４５.３ ％ 

指標名 津久見市内中学校から津久見高校への進学率 

基準値 平成２６年度 ４９.０ ％ 

目標値 平成３１年度 ５０.０ ％以上 

実績値 

平成２７年度 ３５.７ ％ 

 平成２８年度 ４３.８ ％ 

 平成２９年度 ３７.３ ％ 

主な 

関連事業 

◆地域協育力向上支援事業 

 ⇒学校・家庭・地域の協働のもと、子どもの学習機会の提供と  

学習習慣の定着を図るため、地域サポーターを講師とした  

「放課後学習クラブ」や「土曜寺子屋つくみ塾」、大分大学の

学生を講師とした「春・夏の学習クラブ」を開催。 

 

◆津久見高校地域振興協議会助成事業 

 ⇒津久見高校の魅力向上と情報発信を行い、特色ある高校作りを

進め、市内中学校からの進学率向上を図るため、津久見高校地

域振興協議会を通じた支援を実施。 
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≪協議会実施事業≫ 

平成 28 年度：進学・就学力ステップアップ事業、 

小中高連携事業、まちづくり推進事業 

平成 29 年度：進学・就学力ステップアップ事業、 

                     小中高連携事業、まちづくり推進事業 

 

◆ふるさと教育の推進 

 ⇒郷土学習資料として、市の基幹産業である石灰石産業やその 

歴史、石灰石の特徴などを題材にした副読本「津久見の石灰石

とわたしたちのくらし」を地元企業と協力して平成 28 年 11

月に作成。また、「知っていますか？津久見のチャート！」を

平成 30 年３月に作成し、市内の小学校５.６年生と全中学生に

配付（別紙参照）（別紙参照）（別紙参照）（別紙参照）。   

 

⇒地域団体・住民と児童との交流を通じ、伝統文化の保存・継承

と地域コミュ二ティの再構築を図るため、扇子踊り保存会のメ

ンバーが市内小学校を訪問し、扇子踊りを指導（※資料（※資料（※資料（※資料⑦⑦⑦⑦        

参照）参照）参照）参照）。 

  

⇒大分県立美術館と連携し、網代島のチャートの岩石を教材とし

た「理科・美術・国語等」の教科横断的な学習を通じ、自分の

言葉で伝える力、郷土の自然や文化への誇りを育む教育「津久

見プロジェクト」を推進。第一中学校の生徒が網代島で自分の

好きな岩石を拾い、それを砕いて絵具を作り、色名を付け、世

界で 1 冊の「津久見色辞典」を一人ひとりが作成するなど、様々

な学習を展開。平成 30 年８月中旬から９月中旬にかけて、活

動の集大成として「アートと言葉の時間展」を開催し、およそ

1,000 点もの作品が展示された。 
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基本目標３：基本目標３：基本目標３：基本目標３：    安定した雇用の創出と労働力の確保安定した雇用の創出と労働力の確保安定した雇用の創出と労働力の確保安定した雇用の創出と労働力の確保    

① 地域資源を活用した産業の継承、再生、活性化 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指標名 第１次産業への新規就業者数 

基準値 ― ― 

目標値 平成３１年度 ２ 人／年 

実績値 

平成２７年度 ０  人／年 

平成２８年度 ３  人／年 

平成２９年度 ２  人／年 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指標名 津久見高校新規卒業者の市内事業所への就職者数 

基準値 平成２６年度 ２５ 人 

目標値 平成３１年度 ３０ 人 

実績値 

平成２７年度 ２４ 人 

平成２８年度  ２１  人 

平成２９年度 １６  人 

主な 

関連事業 

◆農業担い手育成総合支援事業 

 ⇒新たな就農希望者を対象にして東京都・福岡県・大分市で開催

された就農相談会に参加して津久見市のＰＲ活動を実施。 

一定の条件を満たす新規就農者に対して資金（年額最大 1,500

千円）を交付。 

 

◆津久見みかん等ブランド化事業 

 ⇒津久見みかんブランドの復活、みかんや山椒を使った新たな 

加工品の開発や特選みかんの認定制度確立準備。 

 

◆ファーマーズスクール 

 ⇒就農をめざす方を対象に柑橘栽培の実習や模擬営農、座学等を

行う研修生を募集。平成 30 年度から１名の研修生がみかん 

栽培を学んでいる。 

 

◆有害鳥獣捕獲事業 

 ⇒農作物に多大な被害を与えるイノシシ、シカ、サル等有害鳥獣

の捕獲に対して報償金を支給。また、サルパトロール隊による

定期的なパトロールを実施。 

 

◆地域モデル流通・販売推進事業 

 ⇒「津あじ 白金」のブランド化を図るため、大分県漁協直売所

等でＰＲ活動やシールのデザイン変更を実施。 
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② 創業の希望をかなえる環境づくり 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

指標名 新規創業店舗数 

基準値 ― ― 

目標値 平成３１年度 １ 件／年 

実績値 

平成２７年度 ８  件／年 

平成２８年度 １１ 件／年 

平成２９年度 ８  件／年 

主な 

関連事業 

◆創業支援事業 

 ⇒平成 29 年度は、台風第 18 号により被災した中小企業者の復

旧・復興に向けた取組を推進した。その中で、被災地域小規模事

業者持続化支援事業補助金において約 160 件の相談を受け付け、

最終的に 104 件の補助事業採択となった。 

  

⇒平成 29 年 11 月から 12 月にかけ、特定創業支援事業である経

営セミナーの開催を予定していたが、台風第 18 号災害のため、

中止となった。３月に創業支援関係機関である津久見商工会議所

と連携し、経営安定、販路拡大、商品開発を主題に３日にわたっ

て経営セミナーを開催。最終的に、８件／年の創業となった。 

 

 

    


